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 チャ輪斑病は、糸状菌 Pestalotiopsis longisetaにより引き起こされるチャの重要病害の一つである。そ










































               審   査   の   要   旨 
 
 著者は、チャの重要病害を引き起こすチャ輪斑病菌の QoI剤耐性菌発生の問題に着目し、我が国最大の茶
産地である静岡県牧ノ原台地に出現した耐性菌の分布や頻度などの実態を明らかにし、その問題の深刻さを
明確にした。耐性菌の中には、既存の高度耐性菌に加えこれまでの報告にない中等度耐性菌が存在し、これ
が既存の高度耐性菌とは異なる遺伝子変異によって出現したことを明らかにした。また、集団遺伝学的解析
の結果から、この地域に出現した耐性菌は、限られた集団が分布拡大したのではなく、異なる圃場で独立し
て起きた突然変異によって出現したか、あるいは外部からの移入によるものであると推察した。各耐性菌系
統の分散の範囲は比較的限られており、雨滴による分生子の自然伝搬の他、摘採機を介した人為的伝播の影
響が大きいことを示した。耐性菌の出現から分布拡大、および各耐性菌の諸性質に関するこれらの知見は、
今後の輪斑病菌の薬剤耐性対策を考える上で極めて重要な基礎情報である。また、現場で簡易に耐性菌を検
出できる煮沸チャ葉法や専門機関で迅速かつ正確に検出できるマルチプレックス PCR-RFLP法の開発は、新た
な耐性菌の出現や分布拡大の検出に大きく貢献することが期待される。本論文の成果は、今後の薬剤耐性菌
対策に大きく貢献するものと高く評価することができる。 
 
平成30年 1月15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
